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31 日間で小冊子を書いて現金化トレーニングは小林正寿と brainers 有限会社

の著作物として全世界的に保護された出版物です。 
 

ALL RIGHTS RESERVED. 電子的、機械的、カメラによる複写、読み上げての録音などいかなる形式を

もってもこのレポートの一部または全部を配布することは禁止します。レポートのコンテンツの引用をご

希望の場合は書面で著者に対して許諾を得てください。 

 

免責事項／法律に関する告示：この書籍でテーマに取り上げられた情報は出版された日付の時点での著者

の見解です。著者は状況の変化に応じて、このレポートで表示した見解とは異なる新しい見解を表現する

権利を有します。このレポートのテーマとして取り上げた事項に関し、適切且つ信頼に足る情報を提供す

ることを意図して作成されていますが、いかなる誤り・不正確・不作為に対しても著者・出版元・アフィ

リエイト・リセラーは一切責任を負うものではありません。また、法律、その他の分野に関する専門的な

アドバイスを与える事を保証するものではありません。著者・出版元・アフィリエイトパートナーは利益

や特定の目的に対する適合性を保証するものではありません。このレポートの使用・適用によって生じた

いかなる結果に対しても責任を負うものではありません。もし、法律、その他の分野で助けが必要な場合

はその分野の専門家からサービスの提供を受けることを強く要請します。 

 

収益に関する免責事項：本製品はその可能性を正確に示すよう、あらゆる努力がなされています。このウ

ェブサイトが提供する本書のテクニックとアイディアを利用して収益を上げることについては、何の保証

もありません。本書またはページ内の事例は、収益を約束したり、保証したりするものではありません。

収益の可能性は、本書、アイディア、およびテクニックに含まれる情報を使用する各個人に完全に依存す

るものです。お金持ちになれる仕組みであると明示するものではありません。実際の収益、あるいは実際

の結果の例を生み出す権利は、要求に応じて確認することができます。サイトで主張している結果の獲得

における成功のレベルは、記載したアイディアやテクニックに費やした時間、あなたの財政状態、知識、

およびさまざまなスキルによって異なってきます。これらの要因は個人によって異なるため、成功、つま

り収益のレベルは保証できるものではありません。またあなたのいかなる行為についても責任を負うもの

ではありません。本書およびウェブサイトの資料には、将来的な出来事を期待させる、もしくは予想させ

る前向きな文章を含んだ情報が提示されている場合があります。これらの文章は、歴史的事実もしくは現

在の事実に厳密に関連していないという事実によって確認することができます。これらについては、予期

する、予測する、期待する、予想する、意図する、予定する、信じるなどの言葉やその他、潜在的収益ま

たは財務実績の説明に関連した類似する言葉を使用しています。本章内もしくは我々の販売資料に記載し

たありとあらゆる前向きな文章は、収益の可能性についての意見を明らかにすることを意図したものです。

実際の結果の判断においては多くの要因が重要であり、我々もしくは他の誰かと類似した結果を得られる

ことには何の保証もありません。我々の資料に記載されたアイディアやテクニックからどのような結果が

得られるかについては、何ら保証をするものでもありません。 
 

 
重要なお知らせ 

 
あなたがこのトレーニングコースを自己利用する以外、あなたにはいかなる

権利もありません。あなたはこのレポートを無料配布・有償販売・会員制倶楽

部への追加など一切できません。ありがとうございました。 

 

あなたが 31 日間で小冊子を書いて現金化トレーニングを CONTENTS LAB メ

ンバーエリア以外からダウンロードした場合、それは海賊版です。 
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小林正寿について 
 
 
 

小林正寿は、彼のインターネットマ

ーケティングインベンションとイノ

ベーションにおいて知られています。 
 
彼は 2004 年、まったくインターネ

ットに関する知識を持ち合わせない

ままインターネットマーケティング

の世界に身を投じ、今日に至っています。 
 
まさにゼロからスタートを切り、独学でウェブマスターと

なり、brainers をインターネットマーケティングにおける

ブランドに育て上げ、誰もが成し遂げることのできないス

ピードでオンライン帝国を築き上げました。 
 
さらに彼は、膨大な商品ラインを構築し、ミスターオーバ

ーデリバーとしてもインターネットマーケットの世界で比

類なき存在となっています。 
 
彼は日本のリセールライトライセンスビジネス生みの親と

しても知られていますが、現在はインターネットマーケテ

ィングのインフラ・商品など、さまざまな分野にも進出し

ています。 
 
彼は一切の宣伝広告を実践せず、バイラルマーケティング

戦略を駆使して日本のインターネットマーケティングの世

界に確固たるマーケットを生み出しました。 
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さらに、彼が初めて日本のマーケットに投入した OTO（ワ

ンタイムオファー）など、さまざまな革新的マーケティン

グメソッドを日本のマーケットに紹介してきました。 
 
さらに彼は、常にスピード・物量・自動化をコアコンピタ

ンスとして DNA のようにらせん状に、留まることなく進

化を続けています。 
 
きっと彼のエクセレンスに対する献身に驚かれることでし

ょう。 
 
彼は常にそして加速度的に進化を続けています。もし、あ

なたがインターネットマーケティングで成功しようと熱望

しているなら、brainers UPDATE1を購読されることをお薦

めします。 
 
 
あなたの成功を祈願します。 
 

 
 

     
 
 
 
 
 
 

                                           
1 Brainers UPDATE : http://brainers.tokyo/brainers-update/  

https://www.facebook.com/masatoshi.kobayashi?ref=bookmarks
https://twitter.com/BRAINERIAN
https://plus.google.com/103486963384052685588
https://www.youtube.com/channel/UCkPEKqYX29nCf5EUVgkRtLQ
https://jp.pinterest.com/yamatodamacy/
http://brainers.tokyo/brainers-update/
https://www.facebook.com/masatoshi.kobayashi?ref=bookmarks�
https://twitter.com/BRAINERIAN�
https://plus.google.com/103486963384052685588�
https://www.youtube.com/channel/UCkPEKqYX29nCf5EUVgkRtLQ�
https://jp.pinterest.com/yamatodamacy/�
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イントロダクション 
 
 
 
31 日間で小冊子を書いて現金化トレーニングへ、ようこ

そ！ 
 
率直にお話しさせていただきます： 
 
情報ビジネスを突き詰めれば、あなたが狙いを定めたオー

ディエンスを見付けて繰り返しあなたから購入し続けるよ

う納得させることです。 
 
すなわち、あなたのお客様に 2,000 円で電子書籍を販売す

ることで完結し次の新規取引を求めて新しいお客様を探す

のではなく同じお客様が 2,000 円の商品から始まり 4,000
円・49,800 円・199,800 円と購入を繰り返す仕組みを設置

することが重要です。 
 
まずはあなたのお客様を固定化するよう目論み彼らが喜ん

でお金をあなたの商品購入のため使い続けるように働きか

けるべきです。 
 
重要なポイントは既存客が可能な限りあなたに対してお金

を使い続けるようにすることです。 
 
そして・・・ 
 
それは短い 7～15 ページ程度の小冊子を作成することでそ

の基礎固めをすることができます。 
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わたしは何もあなたのお客様にガラクタを押し売りして彼

らを食い物にすることを主張しているのではありません。 
 
真に価値ある効果的な商品とサービスを必要としている人

に提供することをお話ししています。 
 
次の 2 つのステートメントには大きな違いがあります： 
 
ステートメント #1: “この商品はあなたのビジネスを一変

させるでしょう・・・ここ数ヶ月においてわたしの知る

限り最高の商品です・・・もしあなたが本日注文しない

なら、あなたは正気ではない・・・真剣にビジネスを遂

行している人には必須だと考えています・・・” 
 
ステートメント #2: “あなたが〇〇〇への準備ができてい

るなら、わたし自身が実際に活用しているとても効果的

な商品を発見しました。 
 
言い換えれば、実証済みの結果を出すことのできるソル

ーションです。実際の結果は次のような・・・わたしは

自信を持ってあなたにこの商品をお奨めします。 
 
あなたが本気であるなら先着 50 名様に〇〇〇を無料提供

させていただきます。”  
 
言うまでもなく、上記ステートメントはいずれも売上を目

指していますが、ステートメント＃1 は誇大広告であり、

ステートメント＃2 は納得感のあるものです。 
 
わたしがここでお伝えしたいのは・・・ 
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あなたは狙いを定めたオーディエンスにあなたから購入し

てもらうようにしなければなりません。そして何度も何度

も繰り返し！ 
 
それらを実現するためこのトレーニングでは次の事柄をお

教えするつもりです： 
 
 マーケット選択 

 
 販売するための小冊子作成 

 
 あなたの儲かる情報ビジネス構築 

 
あなたに 31 日間でお教えするのは 1,000 円～2,000 円程

度・7～15 ページ程度の小冊子を作成して販売し、さらに

は高額商品を購入していただくよう誘導する方法です。 
 
あなたは“小冊子”を販売することである程度の富を手に

入れることはそれほど難しいことではありません。 
 
あなたはこのトレーニングに従って 31 日間毎日課題を消

化することで 12 ヶ月後には・・・ 
 
 1 ヶ月に 1,000 円で販売することのできる小冊子を作

成すれば 12 冊に達します。 
 

 お客様が最初の 1 冊を購入すれば時間の経過とともに

他の小冊子も購入すると推測することができます。

（お客様による複数購入） 
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 あなたは小冊子を高額商品のオファーに活用すること

ができます。（収益の上昇） 
 

 あなたは小冊子によりある程度の富を手に入れること

ができます。 
 
すべてはここからはじまります。 
 
次回はマーケットの選択についてお話しします！ 
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